
子ども家庭応援ワーカー養成講座 2017 報告書 

平成２９年９月４日(月)１８：３０から NPO ボランティア交流センター「あすみんセミナールーム」

で行われた「子ども家庭応援ワーカー養成講座 2017」に講師として参加してきました。この講座は、

子どもの貧困や児童虐待が深刻化する中、ＮＰＯ法人ワーカーズコープ九州沖縄事業本部（福岡市）が、

子ども支援に携わるボランティアの養成講座を５月から１４回にわたって開催した中のひとつです。 

子どもを取り巻く社会状況や全国の先駆的な取り組みを学び、それぞれの地域で活動してもらうこと

を目指している。ワーカーズコープが市の委託で虐待防止や育児支援に携わる中で、市民がもっと子ど

も食堂や無料塾などの地域活動に関わり、子どもに目配りしてほしいと昨年初めて開催。今回が２回目

になる。私は「不登校の子どもたちと進路状況」というテーマで不登校を取り巻く様々な現状を話して

きました。 

 不登校とは子どもが学校に行けないという減少であって、その原因は貧困・発達の課題・いじめ・コ

ミュニケーションの課題・低学力・・・など様々です。単なる子どものわがままや怠けではないことが

ほとんどです。子どもを取り巻く様々な課題がすべて解決すればそのような問題もなくなるのでしょう

がそんなに簡単なものではないでしょう。但し不登校という状態は本人にとって不利益なことに代わり

はありません。学習の場や機会を奪われ自尊感情も低くなってしまします。直面する最大の課題はその

進路保障にあります。そのあたりに話の中心を据えてお伝えしてきました。 

    

文科省が実施した不登校生の卒業後の実態調査①前回（平成５年度不登校生→平成１３年 8 月調査）

と②今回（平成１８年度不登校生→平成２３年 10月調査）を比較しながら、不登校を経験した生徒の義

務教育終了後の進路についての話。また、その中心となる通信制課程(単位制)高校のシステムの特徴など

結構、多岐にわたったと思います。 

今、何ができるかを整理してみよう。今できないことはやらない、今できることはやる。そしてこれ

は自分が決める。なにが出来て何が出来ないのか。それをもう一度整理し直してみる。今できないこと

が一生できないということもない。不登校＝何もできないというわけではないいつまでもこのままとい

うこともない。 

 

 


